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おいらせ町議会 令和４年予算特別委員会記録 

おいらせ町議会   令和４年予算特別委員会記録第１号 

招 集 年 月 日 令和４年３月１０日（木） 

招 集 の 場 所 おいらせ町役場本庁舎議場 

開 会 令和４年３月１０日 午前１０時４４分 委員長宣告 

延 会 令和４年３月１０日 午後 ３時１７分 委員長宣告 

出 席 委 員 

氏   名 氏   名 

佐々木   勝 川 口 弘 治 

馬 場 正 治 澤 上   訓 

木 村 忠 一 田 中 正 一 

平 野 敏 彦 沼 端   務 

吉 村 敏 文 澤 頭 好 孝 

柏 﨑 利 信 西 館 芳 信 

松 林 義 光 楢 山   忠 

西 舘 秀 雄  

欠 席 委 員 日野口 和 子  

会議事件説明

の た め 出 席 

し た 者 の 

職 氏 名 

職     名 氏   名 職     名 氏   名 

町 長 成 田   隆 副 町 長 小 向 仁 生 

総 務 課 長 西 舘 道 幸 政 策 推 進 課 長 柏 崎 勝 徳 

財 政 管 財 課 長 岡 本 啓 一 まちづくり防災課長 成 田 光 寿 

税 務 課 長 久保田 優 治 町 民 課 長 澤 頭 則 光 

保 健 こ ど も 課 長 小 向 正 志 介 護 福 祉 課 長 田 中 淳 也 

農 林 水 産 課 長 三 村 俊 介 商 工 観 光 課 長 柏 崎 和 紀 

地 域 整 備 課 長 桒 嶋 泰 幸 会 計 管 理 者 佐々木 拓 仁 

病 院 事 務 長 田 中 貴 重 教 育委員会 教育長 松 林 義 一 

学 務 課 長 福 田 輝 雄 社会教育・体育課長 松 山 公 士 

選挙管理委員会委員長 相 坂 一 男 選挙管理委員会事務局長 西 舘 道 幸 

農 業 委 員 会 会 長 大 川 義 博 農業委員会事務局長 三 村 俊 介 

監 査 委 員 柏 崎 堅 一 監 査 委員 事務 局長 赤 坂 千 敏 

    

    

職 務 の た め 
出席した者の 
職 氏 名 

事 務 局 長 赤 坂 千 敏 事 務 局 次 長 高 橋 勝 江 

事 務 局 主 幹 木 村 英 樹   
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事 件 題 目 

１ 議案第３６号 令和４年度おいらせ町一般会計予算について 

２ 議案第３７号 令和４年度おいらせ町国民健康保険特別会計予算について 

３ 議案第３８号 令和４年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別会計予算について 

４ 議案第３９号 令和４年度おいらせ町公共下水道事業特別会計予算について 

５ 議案第４０号 令和４年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計予算について 

６ 議案第４１号 令和４年度おいらせ町介護保険特別会計予算について 

７ 議案第４２号 令和４年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計予算について 

８ 議案第４３号 令和４年度おいらせ町病院事業会計予算について 

‥‥‥以下余白‥‥‥ 
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発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

事務局長 

（赤坂千敏君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 ご着席ください。 

 

平野委員長 

 

 おはようございます。 

 ただいまから令和４年度予算特別委員会を開催します。 

 

 

 

 

 

平野委員長 

 

 ただいまの出席委員数は１５人です。定足数に達しておりますので、直ちに予

算特別委員会を開会いたします。 

 なお、日野口委員は欠席であります。 

（開会時刻 午前１０時４４分） 

 

 会議に入る前に、一言ご挨拶申し上げます。 

 先般、予算特別委員長の選任に同意いただきました平野議員です。 

 ご案内のように、予算特別委員会は、町の１年間の執行予算を審査する大変重

要な委員会であります。 

 議事進行につきましては、各委員の何分のご協力をよろしくお願い申し上げま

す。 

 これより議案の審査に入ります。 

 

平野委員長  当委員会に付託されました議案第３６号から第４３号までの８議案のうち、議

案第３６号、令和４年度おいらせ町一般会計予算についてを審査いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 財政管財課長。 

 

財政管財課長 

（岡本啓一君） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、議案第３６号についてご説明いたします。議案書は、９２ページか

ら１０１ページになります。 

 本案は、歳入歳出予算の総額を１０７億４，６００万円とするもので、前年度

と比較しますと８億２，１００万円、８．３％の増となっております。 

 １００ページ、１０１ページをご覧ください。 

 「第２表 地方債」は、１５件の事業につきまして起債の目的、限度額、起債

の方法、利率及び償還方法を定めるもので、限度額の合計につきましては３億９，

１５６万６，０００円としております。 

 それでは、歳入歳出の主な内容についてご説明いたします。別冊の令和４年度

一般会計予算に関する説明書をご用意ください。 
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 まず、歳出の主な内容をご説明いたします。３７ページをご覧ください。 

 ３７ページ、２款１項１目一般管理費の１４節本庁舎空調機器設置工事費１，

９５５万１，０００円、及び分庁舎空調機器設置工事費１，１４３万８，０００

円は、町の新型コロナ対応事業として庁舎にエアコンを追加整備するため計上す

るものです。 

 ４０ページをご覧ください。２款１項５目財産管理費の２４節公共施設整備基

金積立金１億１，８６０万９，０００円は、今後の公共施設整備に係る財源とし

て活用するため計上するものです。 

 ４３ページをご覧ください。２款２項１目企画総務費の１２節デマンド交通運

行業務委託料３，２２６万５，０００円は、令和４年４月１日から運行を開始す

る町デマンド型乗合バス運行に係る経費として計上するものです。 

 ４５ページをご覧ください。２款２項２目町活性化対策費の１４節一川目地区

生活会館外壁等塗装工事費４５１万３，０００円、及び次のページになりますが

本町北コミュニティーセンター外壁等塗装工事費５３０万８，０００円は、施設

の劣化状況を踏まえた長寿命化対策として計上するものです。 

 １８節集会所建設等補助金１，３４５万円は、間木町内会コミュニティーセン

ターの大規模修繕事業等に対する町補助金として計上し、コミュニティーセンタ

ー助成事業費補助金１，５００万円は間木町内会コミュニティーセンター大規模

修繕事業に対する一般財団法人自治振興センターの助成分として計上するもの

です。 

 ４７ページに移ります。１８節の続きになりますが、地域おこし協力隊起業支

援補助金１００万円は、任期を終えた隊員が町内で起業するための経費に対する

町補助金として計上するものです。 

 ２款２項３目情報政策費の１２節機器補修委託料４，５８７万２，０００円は、

町総合行政システム等のハードウエア及びソフトウエア保守委託料として計上

するものです。 

 ４８ページをご覧ください。同じく２款２項３目の１３節機器借上料５，６３

２万８，０００円は、町総合行政システム等に係るシステム借上料及びプリンタ

等借上料として計上するものです。 

 ４９ページをご覧ください。２款２項５目定住促進対策費の１８節移住者転職

支援助成金１５０万円は、県補助金を活用し移住希望者と地元企業をつなぐべ

く、町内企業の就職支援サイト掲載料を助成するため計上するものです。 

 ５１ページをご覧ください。２款３項１目税務総務費の１８節航空写真撮影及

びデジタルオルソ作成事業費負担金５６９万８，０００円は、課税客体把握を目

的とし三沢市と共同で航空写真を撮影するための負担金として計上するもので
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す。 

 ５４ページをご覧ください。２款４項１目戸籍住民基本台帳費の中１２節コン

ビニ交付システム構築業務委託料４，８８４万円は、令和４年度中のコンビニ交

付サービス導入に向け戸籍システム等を改修するため計上するものです。また、

戸籍クラウドシステム構築業務委託料１，０１２万円は、戸籍システムの更新に

伴い計上するものです。 

 ５５ページ、５６ページをご覧ください。２款５項３目参議院議員選挙費、目

の合計１，４１０万８，０００円は、令和４年７月２５日の任期満了に伴う選挙

経費として計上するものです。 

 ２款５項４目の県議会議員選挙費、目の合計３１９万６，０００円は、令和５

年４月２９日の任期満了に伴う選挙経費として計上するものです。 

 ６０ページをご覧ください。３款１項１目社会福祉総務費の２７節国民健康保

険特別会計繰出金２億２，４５６万７，０００円は、令和４年度特別会計予算の

編成に伴い計上するものです。 

 ６２ページをご覧ください。３款１項２目障害者福祉費の１９節障害者給付費

等４億６，３９９万２，０００円及び、障害児給付費等１億７６２万８，０００

円は、給付見込みにより計上するものです。 

 ６３ページに移ります。３款１項３目高齢者福祉費の１８節後期高齢者医療療

養給付費負担金１億７，８４７万６，０００円は、青森県後期高齢者医療広域連

合の試算により計上するものです。 

 ６４ページをご覧ください。２７節の介護保険特別会計繰出金４億１，９５１

万円、及び後期高齢者医療特別会計繰出金７，６３５万９，０００円は、令和４

年度特別会計予算の編成に伴い計上するものです。 

 ６７ページをご覧ください。３款２項１目児童福祉総務費の１２節放課後児童

健全育成事業委託料３，２８８万６，０００円は、町内の社会福祉法人に児童ク

ラブ運営を委託するため計上するものです。なお、来年度から甲洋なかよし児童

クラブが加わるため、増額計上としております。 

 １８節保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業費補助金２，２０８万７，

０００円、及び放課後児童支援員等処遇改善臨時特例事業費補助金２２９万５，

０００円は、新型コロナ対応に伴う認定こども園等職員の処遇改善費用として計

上するものです。 

 １９節子ども医療助成費５，２３４万円は、中学生以下を対象とした町独自の

医療費助成として計上するものです。 

 ６８ページをご覧ください。３款２項２目児童措置費の１９節子どものための

教・保育給付費１３億５，４９１万６，０００円は、保育提供施設の経費として
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計上するものです。また、障がい児保育給付費５８８万円は、障害児童の処遇向

上に係る経費として計上するものです。 

 ７１ページをご覧ください。４款１項２目予防費の７節新型コロナウイルスワ

クチン接種協力金４３８万円、及び１２節の新型コロナウイルスワクチン接種用

コールセンター等業務委託料８７０万７，０００円は、今年度に引き続き新型コ

ロナウイルスワクチンの接種経費として計上するものです。 

 次の７２ページの１２節、続きになりますが、新型コロナウイルスワクチン用

ディープフリーザー設置管理委託料６万円から新型コロナウイルスワクチン集

団接種業務委託料７７７万６，０００円まで、先ほどと同じくワクチン接種に係

る費用として計上しております。 

 ７８ページをご覧ください。４款４項１目病院費の１８節病院事業会計医業収

益負担金４，１４４万円、同じく医業外収益補助金２，５０３万７，０００円、

医業外収益負担金７，５５３万４，０００円、及び２３節病院事業会計出資金１，

４０４万円、合計１億５，６０５万１，０００円は、公営企業繰出基準に基づき

病院事業会計への繰出金として計上するものです。 

 ８５ページをご覧ください。６款１項５目農地費の１８節県営上谷地地区通作

条件整備事業費負担金２９８万１，０００円は、既設農道の点検診断及び機能保

全対策に係る県営事業負担金として計上するものです。なお、実施期間は令７年

度までの予定となっております。 

 ２７節農業集落排水事業特別会計繰出金７，４８８万８，０００円は、令和４

年度特別会計予算の編成に伴い計上するものです。 

 ８８ページをご覧ください。６款３項２目漁港整備費の１８節県営漁港施設機

能保全事業費負担金５００万円は、百石漁港しゅんせつに係る県営事業負担金と

して計上し、県営漁港施設機能増進事業費負担金３８０万円は、百石漁港陸こう

ゲートの遠隔操作化に係る県営事業負担金として計上するものです。 

 ８９ページに移ります。７款１項２目商工業振興費の１８節町商工会プレミア

ム付商品券発行事業費補助金５，６００万円は、町独自の新型コロナ対応事業と

して町商工会が販売する商品券のプレミアム分及び事務費に対し助成するため

計上するものです。 

 ９４ページをご覧ください。８款２項１目道路橋梁維持費の１４節町道維持補

修工事費８，０００万円は、町内道路施設の維持管理補修への対応として計上す

るものです。 

 ８款２項２目道路橋りょう新設改良費の１２節橋りょう補修実施設計委託料

（交付金）１，５９６万１，０００円は、神明橋橋りょう補修調査及び設計業務

を委託するため計上するものです。 
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 ９５ページに移ります。１４節町道整備工事費５，０００万円は生活関連道路

整備費として、町道舗装補修工事費（補助）４，７８０万円は木ノ下・鶉久保線

の舗装補修工事費として、町道舗装補修工事費（補助付帯分）２，５００万円は

木ノ下・鶉久保線及び鶉久保・薬師線の側溝改築工事費として、それから町道舗

装補修工事費（事業債）２，９９２万円は鶉久保・薬師線舗装補修事業及び木ノ

下西２号線舗装補修事業の地方債活用分としてそれぞれ計上するものです。 

 ２１節立木等補償費３，０６８万２，０００円は、主に住吉町線整備事業に係

る補償費として計上するものです。 

 ９６ページをご覧ください。８款２項３目除雪対策費の１２節除雪作業委託料

１億１，０００万円は、町道などの除雪作業を委託するため計上するものです。

なお、近年の予算の予算執行状況を踏まえ、今年度当初予算と比較し２，０００

万円の増額としております。 

 １７節除雪用車両購入費３，４８１万１，０００円は、ロータリー除雪車１台

及び歩道除雪機１台を購入するため計上するものです。 

 ８款３項１目都市計画総務費の１２節都市計画基礎調査委託料６４０万円は、

都市計画法に基づき都市計画区域の人口規模・土地利用等を調査するため計上す

るものです。 

 ９７ページに移ります。８款３項２目公共下水道費の２７節公共下水道事業特

別会計繰出金６億３，６３２万円は、令和４年度特別会計予算の編成に伴い計上

するものです。 

 ９８ページをご覧ください。９款１項１目非常備消防費の１節消防団員年額報

酬（３２０人分）５６６万９，０００円及び消防団員出動報酬６６３万円は、議

案第２３号でご審議いただきました条例改正後の消防団員報酬をそれぞれ計上

するものです。 

 １０１ページをご覧ください。９款１項２目消防施設費の１４節下田第３分団

拠点施設外壁等塗装工事費１９１万円、及び百石第５分団拠点施設外壁等塗装工

事費１６６万１，０００円は、施設の劣化状況を踏まえた長寿命化対策として計

上するものです。 

 ９款１項３目災害対策費の１０節印刷製本費５４４万５，０００円は、令和３

年５月公表の県津波浸水想定を踏まえ、防災安全マップを更新するため計上する

ものです。 

 １０９ページをご覧ください。１０款２項３目学校建設費の１４節小学校受電

設備改修工事費２億８９万３，０００円は、小学校５校へのエアコン整備に当た

り受電設備の改修が必要なため計上し、次の小学校空調設備整備工事費２億６，

２２２万９，０００円は、小学校５校の普通教室にエアコンを整備するため計上
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するものです。 

 １１１ページをご覧ください。１０款３項３目学校建設費の１４節中学校受電

設備改修工事費５，５０７万７，０００円は、令和５年度に予定しております中

学校３校へのエアコン整備に当たり受電設備の改修が必要なため計上するもの

です。 

 １１４ページをご覧ください。１０款４項２目公民館費の１４節中央公民館空

調機器設置工事費５１３万６，０００円は、町の新型コロナ対応事業として中央

公民館にエアコンを整備するため計上するものです。 

 １１５ページに移ります。１４節の続きになりますが、東公民館受電設備改修

工事費６１９万８，０００円は、受電設備の耐用年数超過に伴う改修工事費とし

て計上するものです。 

 １２０ページをご覧ください。１０款５項１目保健体育総務費の１８節大会出

場補助金３１０万円は、事務事業見直しに伴い従来の中体連等大会出場補助金、

スポーツ少年団等大会出場補助金、及び社会体育選手派遣費補助金の３補助金の

予算を統合し計上するものです。 

 １２３ページをご覧ください。１２款１項１目元金の２２節町債償還元金１０

億２，１１３万５，０００円は、町債として借り入れた資金の償還元金分として

計上するものです。また、２目の利子の２２節町債償還利子３，６５４万４，０

００円は、町債の償還利子分として計上するものです。 

 主な歳出の説明は以上です。 

 これから、歳入の主な内容についてご説明いたします。ページが前に戻ります。

５ページをご覧ください。 

 １款１項町民税、計１１億２，７３１万３，０００円は、前年度との比較で６，

７４４万円の増額を見込み計上するものです。 

 ６ページをご覧ください。１款２項固定資産税、計１１億４，５５２万円は、

前年度との比較で２，２４１万８，０００円の増額を見込み計上するものです。 

 １款３項軽自動車税９，０１３万２，０００円は、前年度との比較で３６３万

５，０００円の増額を見込み計上するものです。 

 ７ページに移ります。１款４項町たばこ税１億９，５５８万７，０００円は、

前年度との比較で４９０万５，０００円の増額を見込み計上するものです。 

 ９ページをご覧ください。７款１項地方消費税交付金４億８，０００万円は、

国の地方財政計画を参考に計上するものです。前年度との比較では、２，７００

万円の増額となります。 

 １１ページをご覧ください。１１款１項地方交付税３３億９，５５６万円は、

国の地方財政計画を参考に計上するものです。前年度との比較では、１億５，８
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１７万円の増額となります。 

 次に、１２ページから１５ページまでの１３款分担金及び負担金、及び１４款

使用料及び手数料につきましては、現行の条例等を踏まえ見積りした額を計上す

るものです。なお、給食費負担金につきましては、おいらせ町学校給食費の免除

に関する条例が現行の規定どおり令和４年３月３１日で終了した場合の積算を

しております。 

 １６ページから２２ページまでの１５款国庫支出金及び１６款県支出金は、歳

出予算における対象事業費に応じた見込額を主に計上するものです。 

 ２３ページ、それから２４ページの１７款財産収入は、主に町有財産の貸付収

入、債権配当金、洋光台団地の売却収入を見込み計上するものです。 

 １８款寄附金は、主にふるさと応援寄附金収入を見込み計上するものです。 

 ２５ページに移ります。１９款２項１目財政調整基金繰入金３億２，２００万

円は、歳入歳出予算の一般財源調整により計上するもので、前年度との比較では

１億５，２００万円の増額となります。なお、令和４年度末の基金残高は、現時

点における予算ベースで１５億３，９８１万４，０００円と推計しております。 

 １９款２項２目ふるさと応援基金繰入金３，１０６万５，０００円は、寄附者

の使途指定により充当するため計上するもので、前年度との比較では９５８万

５，０００円の増額となります。 

 ２６ページをご覧ください。 

 １９款２項７目公共施設整備基金繰入金１億７，０００万４，０００円は、歳

出教育費の小学校受電設備改修工事費及び東公民館受電設備改修工事費に充当

するため計上するものです。 

 ３１ページをご覧ください。２２款１項７目臨時財政対策債１億３，２４６万

６，０００円は、地方財政計画を参考に計上するものです。前年度との比較では、

大幅な減額となる３億２，１８８万１，０００円の減となります。 

 ２２款１項町債全体では、計３億９，１５６万６，０００円、前年度との比較

では２億４，０５８万１，０００円の減額となります。 

 主な歳入の説明は以上になります。 

 ページが後ろに飛びます。１２５ページから１３２ページをご覧ください。給

与費明細書になります。 

 給与費明細書は、当予算案における町の特別職及び一般職に係る人件費の明細

を掲載するものです。 

 １２５ページ特別職の人件費は、合計１億３，４７０万５，０００円となり、

前年度と比較し２２１万８，０００円の増となります。 

 １２６ページ、一般職の人件費は合計１１億８，８７９万６，０００円となり、
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前年度と比較し４３７万３，０００円の減となります。 

 それから、１３３ページから１３５ページをご覧ください。債務負担に関する

調書です。こちらの調書は、現在設定されております債務負担行為につきまして、

限度額や令和４年度以降の支出予定額などを掲載するものです。 

 １３７ページ、１３８ページをご覧ください。地方債に関する調書は、令和４

年度歳入の町債及び歳出の公債費を踏まえ、年度末時点での残高見込み等を区分

ごとに掲載するものです。令和４年度末の一般会計地方債残高は、８４億３，１

９３万１，０００円となる見込みです。 

 １３９ページ、１４０ページをご覧ください。地方消費税交付金の充当に関す

る資料は、歳入の地方消費税交付金予算のうち社会保障財源分として見込んだ２

億６，３５２万円の充当事業に係る経費及び財源内訳を掲載するものです。 

 最後に、１４１ページから１５４ページの当初予算。主な内容につきましては、

予算審議の参考としていただくため、ただいまご説明した内容のほか主要な経費

等の個別説明を掲載したものとなっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

平野委員長  説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑は事項別明細書により行います。 

 それでは、第１款町税から１２款交通安全対策特別交付金までの質疑を受けま

す。一般会計予算に関する説明書５ページから１１ページです。 

 質疑を受けます。西館委員。 

 

西館芳信委員  西館です。 

 まず１点目が、６ページの町税固定資産税に関するところですけれど、町の空

き家が今４００戸ぐらいあるということは認識しております。この４００戸です

けれど、現に所有している者と連絡がつかない、あるいはその人たちから集めれ

ないということが、恐らく集めている人もいるかと思います。大概が集めれない

ということで、相続人だとかあるいは現に住んでいる人、現にそこに来れる人、

そういう人に督促とかそういうのを出してやってるわけですけど、実際この４０

０戸どれぐらい徴収してますか。４００戸の中で、空き家といえども上物とした

ものに固定資産税何％ぐらい徴収可能でしているのか。 

 そしてそういう人たちは、土地とその家のほかにもいろいろな固定資産を所有

してるわけですけれども、そちらも同じ状況の中でもらってる人もあればもらっ

てない人もあるかと思いますけれども、恐らく今１回目しゃべったのと２回目し
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ゃべったのの徴収率というのは似たものかもしれませんが、どれぐらいの割合で

４００戸、空き家にしている人たちといえども固定資産税を徴収できているか。

そこ、正確な数字でなくても結構です。大体何％ぐらいできているかなというふ

うなことでお答えいただければと思います。 

 それから２番目、森林環境譲与税という森林に関して近年国の制度が講じられ

て、その一環のあれだと思うんですけれども、これをもう一回説明していただけ

ればと思います。 

 それから環境性能割交付金、これについても説明お願いします。 

 

平野委員長  税務課長。 

 

財政管財課長 

（久保田優治君） 

 西館委員にお答えします。 

 空き家の状況４００戸ぐらいあるだろうということで、どれだけ収納できてい

るかということなんですが、空き家の数という形では捉えていませんけれども、

相続がなされていない建物等もございまして、早急な相続人調査をして、相続は

されていなくても相続人代表者宛に納税していただく、ないしは納税者の代表者

を決めていただくという形で、仮に空き家等があってもある程度納めていただい

ているなという状況で把握しております。 

 大体何％かということなんですけれども、パーセンテージ自体は出していませ

んけれども、あらかた把握して連絡先等も取れているという状況で認識していま

すので、８割以上は収納されているなという認識でございます。 

 以上です。 

 

農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、森林環境譲与税についての質問がありましたので、お答えしたいと

思います。 

 これにつきましては、森林資源の温室効果ガス削減ですとか、あと災害防止に

向けて市町村に対する新たな森林整備ですとか、その促進に柔軟に活用できる財

源として令和元年度に森林環境税及び森林環境譲与税が創設され、平成３１年４

月１日から施行されております。 

 この税制の国の大綱においては、市町村においてはこの森林環境譲与税を間伐

とかあと人材育成、担い手の確保、木材利用の促進ですとか普及啓発等の森林整

備等の財源に充てるものとされております。この譲与税につきましては、令和６

年度から町民に広く負担を求めるということになりますので、この用途はどうい

ったものに使われるかというのについては、自治体においてあらゆる方面から検

討して、それを有効活用して公開するということになっております。 
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 当町におきましても、平成３１年度から譲与税が交付されておりまして、そち

らにつきましては今後の森林経営管理制度とかそういったものに使うために積

立てしているものと、あと一方で森林整備ということで町内にあります公園の例

えば間伐ですとか伐採ですとか、ウッドチップの活用ですとか、そういったもの

に活用しているというふうな状況でございます。 

 以上です。 

 

平野委員長  税務課長。 

  

税務課長 

（久保田優治君） 

 大変申し訳ありません。最初ちょっと聞き漏らしておりまして、環境性能割の

ところでもご質問がありましたのでお答えいたします。 

 環境性能割というのは従来の軽自動車税に当たるものが、現在の種別割という

２項のところになるんですが、環境性能割が新しい「グリーン税制」と言われて

いるもので、町で直接収納するのではなくて、新車を購入したときに自動車屋さ

んを通して県で代理徴収しております、後で県から交付されたものについて町で

収納するという形で、県が収納した分については歳出の予算で手数料として負担

金を払っているという状況になっております。 

 以上です。 

  

平野委員長  西館委員。 

  

西館芳信委員 

 

 「グリーン税制」について、私家だけだと思っていたけれども車にもちゃんと

あって、こういう措置がされているというのを初めて知りました。ありがとうご

ざいます。 

 それから森林環境譲与税、これいろいろなことで使いますよということで、今

もまたこの５１８万円がここには計上されていて、歳入にはたしか４４０万円ぐ

らい積立てになっていました。実際に、もうこれをいろいろなことに使い始めて

やっているのかと思ったら、ほとんど今の説明だとこれからということで、こう

いうふうに使っていくよということですけれど、しからばその５１８万円もらっ

て、１つのところに積立ては４４０万円と解釈して、あとの６０万円はどういう

方面に散らばったのかなと思うんですが、そこは私の質問があまりにも稚拙かも

しれませんが、そこをひとつお願いいたします。 

 それから、固定資産税４００戸の空き家につきましては、ほかの不動産もじゃ

あ８割方徴収していると解釈してよろしいんですね。８割方回収しているという

ことであれば、これはほとんど固定資産税の徴収という面では、大したもんだな
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と私、そんな高い数字でとても集めていると思ってない、イメージも全く違った

んですが。 

 確かに防災面ではいろいろなことで危険だから、あるいは町内の住環境を整備

するにはどうしてもこれを整理するのは欠かせないということで、十和田市でも

八戸でもいろいろな組織、そして民間の役に立つ不動産屋さんだとか代書者さん

たちが入っていろいろやってるわけですけど、うちもそういう会議には出てるよ

うですけれど、そういう案内があれば。そういう会議等に出ているようですけれ

ども。 

 我が町でも８割徴収しているということであれば、固定資産税面では特にいい

のかと、これ以上対策を強固に講じなくてもいい。たったと言えば変な言い方だ

けど、防災面だとかそういう住環境整備の面でやればいいのかという捉え方でい

ると解釈してよろしいですか。 

 この質問は、恐らく久保田課長だけで答えれないかと思いますので、上のほう

でもいいですのでよろしくお願いいたします。 

  

平野委員長  農林水産課長。 

  

農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、森林環境譲与税の税の部分と使途ということでご質問がありました

のでお答えしたいと思います。 

 まず来年度、８ページ目にあります５１８万４，０００円がまず譲与税として

交付されます。積立金になりますけれども、こちらが４４０万６，０００円とい

うことで、譲与税入ってきた分を何に使うかということですけれども、令和４年

度につきましては、いちょう公園ですとか下田公園の一部の森林で、樹木が混ん

でる場所とかいろいろと間伐が必要な場所がありますし、あと下田公園には危険

木がありまして、そちらもちょっと伐採しないと公園管理上危険だということも

ありますので、そちらの森林の管理・整備につながるものということで、そちら

に７７万８，０００円を使っていくということにしております。 

 それ以外の積み立てる部分ですけれども、この税につきましては森林の整備以

外にも整備につながるもの、木材の活用といった部分にも活用できるとなってお

りますので、来年度途中段階でまた様々な関係機関ですとか、あと町の関係課と

も連携しながら、どういったものに活用するかというのを検討していきたいと思

います。 

 最終的には、森林経営管理制度という制度に活用していくということになりま

すので、そちらの例えば管理されていない森林で、例えば所有者がもう管理でき

ないとか、誰が持ってるか分からないという森林を町で管理するとなったとき
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に、その方への意向調査ですとかそういったものをやっていかないといけないと

いうことになりますので、その辺にも将来的には活用していくということになり

ます。 

 以上です。 

 

平野委員長  まちづくり防災課長。 

  

まちづくり防災課長 

（成田光寿君） 

 空き家の件についてご質問がありましたので、危険空き家の側面からちょっと

お答えしたいと思います。 

 西館委員がおっしゃった、空き家が約４００戸ぐらいあるというお話でした

が、それは平成３１年に町で作成いたしました空家等対策計画の中に載っている

ものであります。平成２７年度に町内全域を目視調査いたしまして、大体４００

戸ぐらいあるというデータがあります。 

 実はその４００戸の空き家のことと、それから税務課でやっております固定資

産税の賦課徴収ととは、直接リンクはしてございません。町の特定空き家の動き

でありますが、以前の議会でも一般質問で取上げられて答弁しているとおり、町

で策定した空家等対策計画それから、特定空家の特措法、国で定めた法律があり

ますので、その中で現在事務を進めているところであります。 

 以上です。 

 

平野委員長  税務課長。 

 

税務課長 

（久保田優治君） 

 ただいまのまちづくり防災課長の答弁に補足いたしますけれども、うちで先ほ

ど答弁した８割方に近い数字で収納できているということなんですけれども、そ

れに入らないものとしては先ほどまちづくり防災課とも数字がリンクしていな

い部分があるというのは、相続放棄等している場合もあるし、空き家だという状

況が税務課で把握されてない場合もその中には含まれておりまして、大体収納率

の状況を見まして８割方は収納できているという認識ではあるんですが、正確な

数字には至っていないということを申し添えておきます。 

 以上です。 

  

平野委員長  ほかに質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、第１款から１２款までの質疑を終わります。 

 次に、第１３款分担金及び負担金から第１６款県支出金までの質疑を受けま
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す。説明書１２ページから２２ページです。 

 質疑ございませんか。楢山委員。 

 

楢山 忠委員  楢山です。 

 ２０ページ１６款県支出金ですけれども、２目の民生費県補助金についてなん

ですが、この中に区分として３の区分がありますけれども、その中で、老人クラ

ブ補助金ということで１０８万９，０００円ということがありますけれども、こ

れは使い道はどのようになっていますか。 

  

平野委員長  介護福祉課長。 

  

介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 それではお答えいたします。 

 まず県補助が、町の事業に対して３分の２の補助ということでお知らせをして

おきます。どういう事業かといいますと、２通りありまして、連合会への補助と

いうのがありまして、連合会の活動に対しての補助金が大体６４万円に対して３

分の２、それから単位会、単位の老人クラブ１８クラブあります。その単位会の

活動に対して約１００万円に対しての３分の２の補助金を出しておりまして、そ

れに対しての県補助ということになります。 

 以上です。 

  

平野委員長  楢山委員。 

  

楢山 忠委員  実はこれ単位老人クラブに対しても、この支出の中では後半に出てきますけれ

ども、今コロナ禍において活動ができなくて、それでその予算的な配分になった

やつを返納しなければならない状況、現実に前年度それで返納した経緯がありま

すけれども、その返納した場合にはその返納された金額はどこへ、県に返してや

っているんですか。 

  

平野委員長  介護福祉課長。 

  

介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 それではお答えします。 

 県には連合会の補助実績、単位会の補助実績を含めて実績報告をしておりまし

て、使わない場合は使わない金額で実績報告をして、それに見合った額を補助し

ていただいているということになります。 

 以上です。 
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平野委員長  楢山委員。 

  

楢山 忠委員  返しているというんであれば、それはそれでちゃんとしたやり方をしているん

だろうなと思いますけれども、ただこのコロナ禍における活動が制限されている

ということも加味して、やっぱり活動の区分的なその予算を次年度に回してあげ

るとかという事、それはできないものなんでしょうか。 

  

平野委員長  介護福祉課長。 

 

介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えいたします。 

 補助金の性質上、使っていないものに出すというのはできないものと考えてお

りますので、やはり活動して対象経費に対して補助金を出すっていうのが正しい

やり方ではないかと思っております。 

 以上です。 

  

平野委員長  ほかにございませんか。松林委員。 

  

松林義光委員  １４ページで聞きたいんだけれども、町営住宅使用料滞納繰越分２６０万円余

りここに記載されていますけれども、これが全額ですか。滞納金額が２６０万円

余りということなのか、まだこれ以上に滞納があるのか。 

 そしてもしあるとすれば、３月末でどのくらいの滞納金額になるのかお伺いし

ます。 

  

平野委員長  地域整備課長。 

  

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

 滞納額についてお答えいたします。 

 当初予算の２６３万７，０００円につきましては、滞納額全額ではございませ

ん。あくまでも、滞納額全体のうちこの分は取れるだろうということの見込額で

あります。滞納額全体としますと、おおよそですけれども約千二、三百万円です

ね、それが滞納額全体の額になります。 

 ３月末までの未納につきましては、我々としますと現年度分の調定額あります

けれども、それ以上取るということを目標にして、粘り強く滞納整理を行ってお

ります。今年度の３月末時点の見込額ですが、おおよそこの予算額と同じく２５

０万円前後のところの徴収額ということで見込んでおります。 
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 以上になります。 

  

平野委員長  松林委員。 

  

松林義光委員  １，０００万円余りあるということです。前々から、住宅の使用料の滞納が監

査委員等々からも指摘されて、いろいろな問題を抱えていると思います。ただ、

税の公平から考えると、これはあまり好ましくないと思います。 

 地域整備課でも苦労はしていると思います。でも、ただで入っているというこ

とは、やっぱり町民は納得しないと思います。これ、幾ら言っても地域整備課で

は「頑張っています」ということだと思います。それは頑張ってると思いますけ

れども１，０００万円余り、大きい金額です。 

 監査委員にちょっと一つ聞きたいんですけれども、どういうふうな指摘をして

いるのかお伺いいたします。 

  

平野委員長  柏崎監査委員。 

  

監査委員 

（柏崎堅一君） 

 監査の中で使用料の徴収状況を聴取しております。現在の滞納額が１，３００

万円ぐらいということですけれども、この中身を見ますと古いものの滞納分と、

それから現在の毎月の使用料、こういう場合はどっちかといいますと、今発生し

ている、毎月の分を優先して回収している。したがって、ずっと古いものがなか

なか減らないということです。 

 ですから、ただで入っているというわけではないけれども、現在のものは払っ

ているけれども、古いものは現年分から徴収していきますので滞納していくとい

う中身があります。 

 それから、どっちかといいますと滞納している方たちの生活状況を見ますと、

かといって一般のアパートに移れる余力がない人で、無理にやるとどこにも行け

なくなる。ですから、様々個々の内容によって状況違いますけれども、最終やは

り生活保護とかそういうことも考えていかなきゃなんない状況があるんじゃな

いのかなと思います。 

 ですから、中身はそういう状況です。古いものが残っていて現年分を徴収して

いる。そして住んでいるという状況だと思います。 

 以上です。 

  

平野委員長  松林委員。 
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松林義光委員  分かりました。 

 地域整備課、税の公平等を考えて、ぜひ努力をしてもらいたいとお願いします。 

 答弁はいいです。 

  

平野委員長  ほかにございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、第１３款から第１６款までの質疑を終わります。 

  

平野委員長 

 

 

 次に、第１７款財産収入から第２２款町債までの質疑を受けます。説明書２３

ページから３１ページです。 

 質疑ございませんか。西館委員。 

  

西館芳信委員  西館です。２点お願いします。 

 まず第１点が、３０ページの雑収入２１款ですね。この中で、ずっと真ん中頃

に「行旅死亡等埋葬と火葬の費用」となっているわけですけれど、この「等」と

いうのは大体想像がつきますけれども、この「行旅」は「行旅人」、行き交う人

でしょうけれども、この「等」はほかに何が入りますか。そして、この埋葬・火

葬をするのはどんなケース、どんな基準でもって考えていますか。文句なくしな

きゃならないのもあるでしょうけれども、迷うこともあるかと思います。そのと

き、町でやらなきゃならないという判断基準みたいなものがあるのかないのか分

からないけれども、実務上はどうしていますかということです。 

 それから、大体もしやるとすれば平均的にどれぐらいかかってますかというこ

ともお聞きしたいです。そして、毎年普通はどれぐらいの件数になるのかなとい

うこともお願いいたします。それが１点目。 

 それから２点目は、次のページ３１ページの１番上、町債のところの百石漁港

の機能保全事業債ということなわけですけれども、この機能保全は現況と照らし

合わせてこれを、事業として起こさなければならないというのは何でという必要

性ですね、どこのどういう機能なんだというふうなことを説明していただきた

い。 

 それから、その下に「百石漁港の陸こうゲート云々」ってありますけど、私は

これはもうとっくに終わっていたのかなと。リモート化するということでしょ

う、これ。明日で３．１１の大震災から１２年目ですよね、それがとっくに終わ

っていたと思っていたのが、今のこのこと出てくると非常に驚きを禁じ得ない。

何でこうなんだと。これは国が軽視したのか、それともうちで怠けてこういう手
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続をしていなかったのか、できなかったのかという気持ちにさえなってきます。

そのところを、ちょこっと説明していただければというふうに思います。 

  

介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 

 それでは行旅死亡人等埋火葬費ということで、お答えをしたいと思います。 

 まず行旅病人というのは、素性が分からない方については市町村が埋火葬する

ということになっております。先ほどの「等」というところですけれども、「埋

葬とか火葬を行う者がいない、または判明しない場合」というところが「等」に

なりまして、そういう方があれば、町で埋火葬をしております。 

 それから、平均幾らぐらいということですけれども、亡くなってから火葬をす

るまでの間の日数にもよるのでまちまちなんですけれども、すぐ火葬ができる場

合であると、十一、二万円ぐらい。数日だったりすると保管料とかも入ってきま

すので、２０万円近くかかる場合もあります。そのほかに死亡診断書料等もかか

ります。 

 それから、年間の件数ということですけれども、これまで大体年間１件・２件

という感じでありましたけれども、今年度におきましては６件ということで、増

えております。 

 以上です。 

 

平野委員長  農林水産課長。 

  

農林水産課長 

（三村俊介君） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、３１ページ目の百石漁港の関係の２つの事業債についてご説明申し

上げます。 

 まず、上の漁港機能保全事業債のところですけれども、機能保全となっており

ますがこの「保全」というのは漁港内の要は漁業者が船の出入りに際してしゅん

せつをして、航路を３メートル確保するということの等の事業でありまして、「保

全」とついてるのは国の事業を活用している都合上、そういう名称になっている

ということで、実質的には漁港の入り口の部分から泊地の部分までの３メートル

しゅんせつの事業ということになります。 

 下の漁港の陸こうゲート遠隔化事業債について、この陸こうゲート遠隔化がな

ぜ今なのかというお話がありました。現状でも陸こうゲートにつきましては漁港

の海側と反対の地域を守るということで、「津波注意報以上が出た」場合は閉鎖

するという対応をしております。ただ、閉鎖するに当たっても職員が現地に行っ

て操作しなければならないということで、現地に行くまでの時間プラス電動で閉

鎖するにしても２分ぐらいかかります。 

 さらに、停電した場合であれば３０分程度かかるということで、例えば津波が
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来た場合に職員がそちらに向かっていって閉めるということに対しては非常に

危険が伴うということもありまして、今回遠隔操作化ということで現場に行かな

くても例えば操作場所、まだ決まってませんが消防署とかそういった場所に設置

した場合は、そこに行って遠隔操作・リモートによって陸こうゲートを閉鎖する

ということで、職員もそうですし、あと津波があった場合の漁港の海と反対側の

地域の人たちを守ろうということで、今回実施するものであります。 

 これは県営事業ということで、県の事業で行います。事業費につきましては３，

８００万円、一部町負担額１０分の１ということになっております。 

 以上です。 

  

平野委員長  西館委員。 

  

西館芳信委員 

 

 

 ３番西館です。 

 行旅死亡人については分かりました。ありがとうございました。 

 三村課長、３メートルしゅんせつするということなんだけれど、これは長さで

すか、それとも「喫水」というんですか何というんですか、この深さ３メートル

の話ですかね。多分こっちだと思うんだけれども、何か毎年でもないけれども定

期的に今まで１，０００万ぐらいの予算をかけてずっとやってきましたよね、そ

れとは別ですか。今まではこういう名称でもって予算計上されていなかった気が

したんだけれども、それと同じだかどうなのかということを聞かせてください。 

 それから、この陸こうゲートについては私の聞き違えかもしれないけれど、消

防団の人がやるにしても関係者の人がやるにしても、浜さ向かわせるのは危険だ

ということで、とっくにもう実施になったと思っていたんだけれども、そうじゃ

なくて今これをやると。過去においては、そんなに論議されなかったということ

だと。今実際それをやろうというのは、急速に高まったと思っていいんですか。

そこ、もうとっくに終わったと思っているし、何でこんなに時間がかかるのか、

今までというふうなところを説明してください。 

  

平野委員長  農林水産課長。 

  

農林水産課長 

（三村俊介君） 

 

 それでは、お答えしたいと思います。 

 まず、最初のしゅんせつに関しては、これ予算計上は毎年度ほぼ予算計上して

おります。県営事業ということで、これにつきましては砂がやっぱり波の状況に

よって漁港の入り口の部分に１，０００リューベとか、港内も含めますと５，０

００リューベぐらい毎年どうしても堆積していくという状況があります。 
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 そういった意味で、漁業者が出入りする際に３メートル確保しないと入り口の

部分は非常に入るのにも出るのにも波が高くて危険だということがあります。実

際にあそこの南防波堤の部分も、防波堤もかなり古くなってきてますし、もとも

との波の高さが当時の想定だということ、今例えば低気圧とかいろいろ台風とか

様々なものがあって、起因してそういった想定もかなり上がってきているという

ことで、しゅんせつについては毎年度やらなければならないということで、これ

につきましては毎年度予算計上して、毎年度県事業として実施しているというも

のであります。 

 次の陸こうゲートのところですが、整備については以前から既にもう陸こうゲ

ート自体はあるんですけれども、東日本大震災の際は操作盤が下にたしかあっ

て、それを震災があってから上に上げて波をかぶらないようにということで、そ

ういう整備をしたかと思っております。 

 今のやつは、それを遠隔操作化ですので外部からでも閉めれる形で、そういう

仕組みにしようという事業でございまして、陸こうゲート自体は現在もあるんで

すけれどもその遠隔操作、遠方から操作する意味な仕組みにするということでご

ざいます。以上です。 

  

平野委員長  西館委員。 

  

西館芳信委員 

 

 

 西館です。 

 遠隔操作については、もうそのときやったのかと私思ってましたけれど、理解

いたしました。 

 １つだけ、しゅんせつを毎年やってるということなんですけど、数年前奥入瀬

川から流れてくる砂が原因でもって、あそこに常に堆積するんだということを県

で分析して、それが川から入らないようにやりました。それ以降、ある程度収ま

ってるのかなと私なんか思ってたんですが、そうじゃなくて毎年継続していると

いうことで、じゃあ、あのとき結構なお金をかけてやったもちろん県の事業でし

ょうけれども、あれは何の役にも立たなかったと。ミスったのかなという捉え方

でいいのかな。結構お金も使ったし、その当時は「鳴り物入り」と言えば何だけ

れども、私はそういう解釈した事業だったというふうに思ってますよ。 

 反省というか、反省ではないでしょうけれども評価というかね、あの事業につ

いてどう思ってますか。 

 

平野委員長 

 

 農林水産課長。 

  



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２２－ 

農林水産課長 

（三村俊介君） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その事業の内容については、ちょっと私も詳しいところは把握をしてない部分

があります。ただ言えるのは、確かにおっしゃるとおりそういった対策をすれば

奥入瀬川の波というか、奥入瀬川からの砂の流入を抑えられるということもあっ

たかと思いますが、実際それを整備してもその後の例えば海流もそうですし、あ

とその波の想定も全然、当時の想定と今の想定とやっぱり変わってきている部分

もあるのかなということで、やっぱりそういった漁港整備については一旦整備し

て終わりではなくて、これからも例えば災害があって想定が変わったとか、あと

どういった状況があるか分かりませんが、自然状況によっていろいろな検証の結

果が変わってきたということがあれば、また改めて検証結果を反映させた整備を

しなければならないのかなと考えているところです。 

  

平野委員長  副町長。 

 

副町長 

（小向仁生君） 

 

 

 

 

 

 西館委員の質問に対して、過去の経過がどうだったのかということでちょっと

お話ししたいと思います。 

 ５年にわたって２期、２回にわたって５年で漁港の整備をいたしました。その

際に、機能保全ということでもう既に議員おっしゃるとおり、奥入瀬川の砂がた

まるとか明神川の砂がたまるとかというのもありましたし、またそれと併せて海

から入ってくる砂、打ち寄せる砂等もたまっていくということで機能保全という

のを毎年実施していたと思っております。 

 その対策として、漁港の防波堤を延伸させるという工事を２期にわたって行っ

てきたんですけれども、やはり海からの砂がいまだに堆積するということなん

で、漁港整備も併せてこれからもまた検討していかなきゃないというところで、

今県と協議を進めているという状況です。 

 以上です。 

 

平野委員長 

 

 ほかにございませんか。吉村委員。 

 

吉村敏文委員 

 

 １点だけ。２３ページ１７款、大丈夫ですよね。 

 ２３ページ財産収入のところなんですが、１項１目２節のところの光ファイバ

ーケーブル貸付収入とあるんですが、この部分の場所。あとこれは何年、多分こ

れ今年だけじゃなくて何年も続いてると思うんですが、トータルで何年ぐらいで

どのぐらいの収入があるのかについて教えてください。 

 

平野委員長 

 

 政策推進課長。 
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政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 それでは、２３ページの光ファイバーケーブル貸付収入についてお答えをいた

します。 

 こちらのケーブルの貸付けにつきましては、町が平成２２年度に国の補助金の

交付を受けまして、町で整備した光ファイバーケーブルでございます。これにつ

いて平成２２年の１１月にＮＴＴ東日本と賃貸借の契約をいたしまして、それ以

降ずっと貸付けをし、その分の収入をいただいているということになります。 

 こちらの金額２５１万４，０００円につきましては、同額を逆にまたＮＴＴ東

日本に対して保守管理の委託料という形で同額を支払いをしておりますので、Ｎ

ＴＴ東日本から貸付料として入ってきた金額を、そのまま委託料という形でまた

ＮＴＴ東日本にお支払いをしているということになりますので、この分の貸付収

入で町として財源として確保している部分というのはこれまでないということ

になります。 

 以上です。 

 

平野委員長 

 

 吉村委員。 

 

吉村敏文委員 

 

 光ファイバーケーブル、これ加入者のこともあると思うんですが、この加入者

そのものも変更はないわけですか。最初開設した当初と今と、同じ使用者という

か使用する人が増えていないということでよろしいんでしょうか。 

 

平野委員長 

 

 政策推進課長。 

  

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 それでは、お答えをいたします。 

 多分光ファイバーを使ったそれぞれのご家庭が、インターネットとかに接続す

るためにケーブルを活用している加入者の人数はということのご質問かなと承

りましたが、整備した当時に比べればそういうインターネットを利用する方とい

うのは増えてきていると思いますので、加入者そのものは増えているのではない

かなと思っておりますが、それについてはＮＴＴ東日本で加入者と個別に契約を

しているということですので、実数どの程度増えているとかっていうことについ

てはちょっとこちらでは把握をしておりません。 

 以上です。 

 

平野委員長 

 

 吉村委員。 
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吉村敏文委員  これは、私の記憶が違えばあれなんですが、場所なんですが二川目交換場、二

川目ブロックの交換場で、場所はそこで工事をしたわけなんですか。そこだけ、

ちょっと確認したいと思います。 

 

平野委員長 

 

 政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 

 

 お答えをいたします。 

 工事そのものが平成２２年度ということでございまして、ちょっと今手元に資

料がございませんので、大変申し訳ございませんが後ほどお答えをさせていただ

ければと思います。申し訳ございません。 

  

平野委員長  ほかに質疑ございませんか。田中委員。 

 

田中正一委員 

 

 ２８ページの２１款諸収入のところなんですけれども、原子力発電施設等周辺

地域交付金５００万円弱入ってるんですけれども、これは毎年入るもんなんです

か。その辺のところを教えてください。 

 

平野委員長 

 

 総務課長。 

 

総務課長 

（西舘道幸君） 

 

 では、田中委員の質問にお答えいたします。 

 この原子力給付金ですけれども、毎年入るものです。皆さんのご家庭にも１０

月頃に、電気料金の一月分にはいかないと思いますけれども給付金という形で利

用者の方に入っているもので、町も利用者の一つになってますので、町で使った

電気の利用料に応じてこのぐらいの額が毎年入ってきているものでございます。 

 以上です。 

 

平野委員長 

 

 田中委員。 

 

田中正一委員 

 

 

 ５００万円入っているんですけれども、これ毎年積立てしているんですか、そ

れとも各使わなければならない科目によって、これを払下げて使ってるのかどう

か、お聞きしたいと思います。 

 

平野委員長 

 

 総務課長。 

 

総務課長 

 

 特にこれを特定して使ってるわけじゃなくて、一般財源としてそのまま収入と
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（西舘道幸君） して入れて、一般財源として使っているという形になります。 

 

平野委員長 

 

 田中委員。 

 

田中正一委員 

 

 

 

 

 私何でこれを聞いたかといいますと、過去にもプールをつくるとき原燃の交付

金がある、それはそれで分かっていたんですけれども、原燃からも協力をいただ

けるというあれで我々プールに賛成した経過があるんですよ。 

 ですから、ためないものはですね少しでもためて使う。何か困ったときにも使

っていただくようにしたほうが私はいいんじゃないかなと思います。私の言って

いるの間違っていれば、これは訂正しますけれども。 

 その辺のところをひとつお願いします。 

 

平野委員長 

 

 政策推進課長。 

  

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 

 

 

 

 

 

 今、田中委員からご質問のありましたプールを整備したときの財源ということ

で、原子力の施設の交付金ということでご質問いただきましたが、これにつきま

しては予算書の２０ページ県補助金のところの１６款２項１目総務費県補助金

の１節の企画費補助金の中の下から２つ目、県核燃料物質等取扱税交付金という

ものを活用して整備をしたところでございます。 

 今年度につきましても、１億２，３０９万円予算計上しておりますが、これに

つきましては公共施設の整備とかあるいは維持管理等に活用するということで、

今年度も予定をしているところでございます。 

 以上です。 

  

平野委員長  ほかに質疑ございませんか。 

（委員席） 

平野委員長 

＊＊なしの声＊＊ 

 なしと認め、第１７款から第２２款までの質疑を終わります。 

 以上で、歳入の質疑を終わります。 

 

平野委員長 

 

 昼食のため、１３時４０分まで休憩します。 

  

 （休憩 午後 ０時０４分） 

平野委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

 

（再開 午後 １時４０分） 
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平野委員長 

 

 

 

 なお、病院事務長はコロナ感染症の拡大に伴い、本日午後から欠席の申入れが

ありましたのでご報告いたします。 

 ここで、政策推進課長より吉村敏文委員からの質疑について答弁漏れがあり、

答弁したいとの申入れがありましたので、これを許します。政策推進課長。 

  

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 

 それでは委員長のお許しをいただき、先ほどの一般会計歳入予算にて吉村委員

からの質問に対し答弁漏れがありましたので、答弁させていただきます。 

 二川目地区の光ファイバーケーブルの整備エリアについてでありますが、甲洋

小学校付近から国道３３８号沿いに三沢市との境までとなっております。また、

セブンイレブン二川目店付近から豊栄地区まで伸びていっております。 

 その場で答弁することができず、誠に申し訳ありませんでした。 

 以上で答弁を終わります。 

 

平野委員長 

 

 

 

 次に、歳出について質疑を受けます。第１款議会費から第２款総務費までの質

疑を受けます。説明書３３ページから５８ページです。 

 質疑ございませんか。楢山委員。 

  

楢山 忠委員 

 

 

 ちょっと、二、三点お聞きします。 

 ４３ページ総務費の企画費の区分１２委託料です。デマンド交通のことについ

てなんですけれども、ちょっとお聞きいたしたいと思います。 

 この政策は大変有意義な交通体制となるということで町民の利便性も増して、

特に高齢者には大変期待されていますけれども、この金額が３，２００万円にな

っていますけれども、想定として大体何人ぐらいを想定してこの金額を出してい

るのか、それをまず１つ聞きたいと思います。 

 それから、４５ページの総務費の２項企画費なんですが、この区分１３使用料

のところでＬＥＤ街灯借上料１，３９４万５，０００円ということで、これは毎

年毎年いつまでこれ払い続けるものなんでしょうか。それをちょっとお聞きして

おきたいと思います。 

 それから、もう一つあったと思うんですけれども、５４ページの総務で戸籍住

民登録費の関係で、区分が１２委託料となってますけれども、これコンビニ等に

委託するということになってますけれども、大変町民にとっては便利になると思

いますけれども、これもまた皆さん大いに利用してもらえればいいと思いますけ

れども、やはりこの金額を算出したのはどれぐらいの利用があると見込んだ金額

になってるんでしょうか。それをちょっと教えていただきたい。 

 この３点。 
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平野委員長 

 

 政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 

 

 

 それでは、楢山委員のご質問にお答えをいたします。 

 まず，４３ページのデマンド交通運行業務委託料についてでございますが、何

人の利用を想定したのかというご質問でございます。これまで現在運行している

町民バスの年間利用者から見込みをはじき出しまして、年間２万５，０００人と

いうことで利用者の見込みを立てているところでございます。 

 以上です。 

 

平野委員長 

 

 まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（成田光寿君） 

 

 

 ＬＥＤ街路灯借上料のリースの終わりでありますが、令和９年１月末までとい

うことになってございます。 

 以上です。 

 

平野委員長 

 

 町民課長。 

 

町民課長 

（澤頭則光君） 

 

 

 

 ５４ページのコンビニ交付システム構築業務委託料についてお答えいたしま

す。 

 まず最初にちょっと申し上げたいのが、費用４，８８４万円に対してどのくら

いの人数を見込んでるかっていう形でこの費用がっていう話になっているんです

けれども、利用人数からだとちょっとこの費用がリンクしないことをまず最初に

申し上げたいと思います。あくまでこちらのコンビニ交付システムの構築委託料

というのは、そのコンビニの交付するシステムを立ち上げるだけの、システムの

ハード関係等を含めた部分だけの構築委託料であるというのを、ちょっとご理解

いただきたいなと思います。 

 どのくらい利用人数を見込んでるかということになるんですけれども、今現在

把握は、そこは今想定はまだしておりません。 

 コンビニ交付については、まずマイナンバーカードを取得していただく必要が

ございます。マイナンバーカードを取得していただいた方がコンビニ交付を使え

るという形になりますので、今現在大体９，０００人ほどマイナンバーカードの

交付がございます。なので、その方々の一応利用を可能にするように準備を進め

ているという形になります。 

 以上になります。 
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平野委員長  楢山委員。 

 

楢山 忠委員 

 

 

 デマンドについては２万５，０００人ということですので、大いに利用しても

らえればこの間の冬のときにも、やはり家まで迎えに来てくれるということにつ

いては、みんな大変お年寄りの人にとってはありがたいことということで、「大

いに利用したい」という声を聞きましたので、もっと増えるのかもしれませんけ

れども、分かりました。 

 ＬＥＤの街灯については令和９年、これ何年計画でやったものなんだろう、こ

れ。令和９年ということは、十五、六年計画なんですかね。まだまだ先だという

ことですね。分かりました。 

 それから、コンビニ交付のシステムの関係は、これ設備投資っていうことにな

るんだろうなと思いますけれども、これを大いに利用してもらうためには、まず

は利用の仕方の説明をもう一度町民にしっかりお知らせする必要があるんじゃな

いかなと思いますので、それらをしっかりやっていただきたいということをお願

いして、終わります。 

 あと、質問はいいです。 

 

平野委員長 

 

 ほかにございませんか。佐々木委員。 

 

佐々木 勝委員 

 

 

 佐々木です。 

 私からは、５５ページ２款５項選挙費なんですが、この中の明るい選挙推進運

動協力者等報酬金ということがありますが、こういった内容前からあったと思う

んですが、どういった方がなって、あと選考基準ですね。どういった方がなるの

かというのと、どういう内容の運動をやっているのか。あと人数ですね、そうい

うものを教えていただけばと思いますが。 

 

平野委員長 

 

 総務課長。 

 

総務課長 

（西舘道幸君） 

 

 

 明るい選挙推進協議会委員のことでご質問がございました。 

 委員の皆さんにつきましては、現在１５名の方に活動していただいておりま

す。この活動につきましては、投票率の向上施策としての選挙の啓発を行うとい

うことで、これまでですと秋祭り等で啓発物品等を配布したりとか、そういう活

動をしておったりしていました。また出前講座でありますとか、そういうことで

小中学校等に資料を配ったりということと、あとは選挙年齢が１８歳以上からと

いうことになりましたので、その啓発活動等も行っているところであります。 
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 特に選考基準というものはなくて、町内の方から応募をいただいて、その方々

にお願いしているという形になりますので、特に選考に当たってどういう方とい

うものは決まってはいないんですが、委員の任期につきましては２年間という任

期で行っているところであります。 

 以上でよろしいでしょうか。 

 

平野委員長 

 

 

 佐々木委員。 

 

佐々木 勝委員 

 

 １５人、結構多い人数だなと思うんです、報酬は別としてですね。そうすると

投票率向上ということなんですが、完全に役立ってないなという感じが受けられ

ますね。行事ごとにチラシを配ったりということなんですが、時期があると思う

んですよ。全くこれが３年間・４年間ない場合に配っても意味がないと。忘れて

いるという方もいると思うんですが。 

 それと、１８歳以上の方の出前講座、これは各地域にも例えば選挙前の年とか

に地域を回って説明して歩く。昨日もあったように「こういう場合はこういう方

法がありますよ」とか、そういった部分でやっぱり分からない部分を教えるとい

うのが明るい選挙運動の向上につながるんではないかなと思います。やっぱり

「何で」「何で」ということで、みんなクエスチョンマークのまま選挙が終わっ

てしまうのは、これじゃ「もう次は行かないわ」という逆効果の症状が今回出た

と思います。その辺、今後取組方として考える予定はありませんか。お願いしま

す。 

  

平野委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（西舘道幸君） 

 

 

 

 確かに、各イベント等で啓発物品等の配布とか、今までですと成人式とかのと

きに模擬投票とかというものは、これは二十歳のときの話になってしまうのであ

れなんですけれども、そういうことも実際にはやられていたかと思います。 

 ただ、イベント等が実際今のところなくなって、活動自体がこの２年間実はで

きていないというのが実情でありまして、今後その活動内容につきましては委員

の皆さんから意見を聞きながら、進めていかなければならないなとは思っていま

す。 

 あとは、１８歳以上の方への啓発の部分につきましても、一応１８歳になった

方には選挙管理委員会から個別にはがきによる通知を行っております、対象にな

った方に。それをもとに、「１８歳になって選挙権が出ましたので、ぜひ投票を

してください」みたいな形のはがきによる啓発活動はこれまでも実施してきてお
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りますので、それと併せた形で１８歳の方にもぜひたくさんの方に投票していた

だく活動を、今後推進の委員の皆さんと考えながら進めていければと思っており

ます。 

 以上です。 

 

平野委員長  佐々木委員。 

 

佐々木 勝委員 

 

 ぜひ、その辺を進めていっていただきたいなと思いますし、その年には広報な

んかにもそういったものを、昨日の話を機に案内する、「こういう場合はこうな

りますよ」「こういう場合こうなりますよ」という感じで、安心して選挙ができ

る、投票ができるっていう構築を今後先、早ければ来年のものもありますから、

今後そういったことを広報なんかに掲載するよう要望して、終わります。 

 

平野委員長  ほかにございませんか。沼端委員。 

 

沼端 務委員  沼端です。 

 ４３ページ、今デマンド交通のことが出ましたので、ちょっと確認です。３，

２６５万円というのは、委託料の中で、この額というのはさっき課長さん説明の

中で利用者２万人だか２万５，００００人と言った中での利用料、たしか１人で

５００円、複数で３００円という取決めがあったと思います。その額を差し引い

た額かという確認と、さらに要するに今積算の人数が増えればここの委託の額も

変わるのかなという確認です。 

 それともう１つ、その上の町民バス運行業務委託料１，３００万円、これの、

たしか今までやっていた路線バスの１線を残すっていう記憶だったと思います。

そこの始発と終点、「どの路線のどこ」「何線」と言わないで、どこからどこと

いう、ちょっと具体的に教えてください。 

 

平野委員長  政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 

 沼端委員のご質問にお答えをいたします。 

 まず、４３ページのデマンド交通運行業務委託料の金額についてでございます

けれども、こちらにつきましては昨年公募型プロポーザル方式を実施いたしまし

て、三八五交通株式会社と運行の経費というのを契約しております。 

 これから、ご指摘のように利用者２万５，０００人掛ける１人当たり３００円
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ということで利用料をですね平均して見込んでおりまして、７５０万円の運賃収

入があるだろうということで想定をいたしまして、委託料として支払う額として

３，２２６万５，０００円ということで予算として計上しているものでございま

す。ご指摘のように、利用者が増えれば事業者に支払う委託料というのはどんど

ん減っていくということになりますので、どんどん利用していただければなとい

うふうには思っております。 

 それから、もう１つの町民バスの委託料のことでございますけれども、今回の

広報に折り込みでガイドブックというカラーのこんな冊子をお配りさせていた

だいておりましたが、この路線につきましては、出発点が向山駅になります。向

山駅からどんどんどんどん三沢に向かって、北部に向かって進んでいきまして、

住吉のあたりからまた南下をしてまいります。緑ヶ丘・木ノ下を通って、豊栄を

通って、百石の本町に行きまして百石高校とかに向かうというルートになってお

ります。 

 以上です。 

 

平野委員長  沼端委員。 

 

沼端 務委員 

 

 沼端です。 

 路線バスは、学生さんだったり朝夕の通勤に利用した形で「そこは残したよ」

ということで理解します。 

 デマンドです。たしか今年になってからかな、デマンドに関して「登録してく

ださい」という何か広報で見た記憶があるんですが、その状況っていうのは登録

してる人が今現在どういう状況で、やっぱり注目度というのがあるかないかでそ

の多さが数で大体分かるのかなという部分と、登録したらしたなりのメリットが

あるのか、そこら辺を確認します。 

  

平野委員長  政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 それではお答えをいたします。 

 ご指摘の事前の登録につきましては、前提といたしましてその登録をしていな

いと利用できないということではなくて、逆に登録するに当たってお名前とか、

あるいはご自宅の住所、それから電話番号というのをお知らせしていただいてお

りますが、それを事前にパソコンに登録しておけば、電話をかけたその電話番号

を読み取って、もう住所即そのどなたが、どこの住所のところに迎えに来てほし

いというのが分かるということで、事前に電話番号を登録しておいていただけれ
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ば、その電話番号から即座に検索をかけてそこにお迎えに行くという仕組みで、

事前登録をしていただくことによって煩わしい住所を言ってくださいとか、そう

いう手間が省けるというところがメリットとなっております。 

 以上です。 

 件数につきましては、ちょっと今数字を把握してないんですけれども、毎日の

ように申込みの紙が来ておりますので、それなりに反響というか登録件数はある

と思っております。 

  

平野委員長  沼端委員。 

 

沼端 務委員 

 

 

 登録数はいいです。後刻も要りません。そういうふうに注目度があって、毎日

のように問合せがあるっていう部分で理解します。要するに、例えば登録という

意味では、通常週に１回とか月に１回病院通院しなきゃいけないとかっていうそ

ういう方々が、例えば定期的に「いつ」という登録もありだったのかなというと

ころもあったので、そこはないということで理解しました。分かりました、いい

です。答弁は要りません。 

 

平野委員長  ほかに質疑ございませんか。馬場委員。 

 

馬場正治委員  ３番、馬場正治です。 

 ４４ページ２款総務費２項企画費の中の２１節ふるさと応援基金積立金１，８

００万２，０００円となっていますけれども、過去どういうふうに推移している

のかちょっと参考までに知りたいので、資料がもしあれば過去５年間の推移をお

知らせいただきたいんですけれども。 

 

平野委員長  政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 それでは、ふるさと応援基金の積立金の状況についてご説明いたします。今手

元にあるのが３０年度からの状況なんでございますが、平成３０年度につきまし

ては１，３５９万６，０００円。令和元年度につきましては２，１５４万４，０

００円。令和２年度に関しましては１，３２７万８，０００円が決算額となって

います。令和３年度に関しましては、見込みでございますので、予算ベースでご

ざいますが、２，１６５万７，０００円を見込んでおります。令和４年度につき

ましては、こちらの予算のとおり１，８００万２，０００円を見込んでおります。 

 以上です。 
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馬場正治委員 

 

 そうしますと、平成３０年から少しずつ増えてきていますよね。それに対して

１，８００万という低い数字を見込んだ理由は何でしょうか、教えてください。 

  

平野委員長  政策推進課長。 

  

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 

 それではお答えをいたします。 

 ご指摘のとおり、平成３０年度からどんどん右肩上がりに増えてきている状況

でございますけれども、実は今年度につきましては、もしかすればコロナの影響

なのかもしれませんが、寄附金額が下がる見込みを立てております。令和４年度

につきましても、やはりそのコロナ禍の影響というのはあるのではないかなとい

うところも踏まえまして、ちょっと予算割れしないように固めにと申しますか、

少なめに予算計上しているところでございます。 

 結果的に寄附金額が増えた場合には、当然補正にてまた積立ての予算措置をす

るということになりますので、ご理解いただければと思います。 

  

平野委員長  ほかに質疑ございませんか。西館委員。 

 

西館芳信委員  １３番西館です。１点だけお願いします。 

 ４５ページの企画費の中、そして１４節工事請負費ということで、一川目地区

生活会館の外壁等塗装ということで、４，５００万円ほど計上されておりますが、

地区住民の１人として感謝申し上げるものでございますが、この一川目地区生活

会館ということについては、あそこ二つ古いものと新しいものと並んでるわけで

すけれども、これは古いほうということでよろしいですね。まずそこを確認した

いです。 

 

平野委員長  まちづくり防災課長。 

  

まちづくり防災課長 

（成田光寿君） 

 

 お答えいたします。 

 町で所有している施設になりますので、一川目地区の生活会館、古いほうにな

ります。それから金額も４５１万３，０００円であります。 

 以上です。 

 

平野委員長  西館委員。 
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西館芳信委員  これは、町内会の要望もありますか。そして、あそこの予算は防衛庁というこ

とでかつて造られて、そしてこの前も深沢の関係で触れたんですが耐用年数あり

ますよね。そして耐用年数、あと何年残って、今の使用の状況、頻度とかそうい

う使用の実態をどういうふうに捉えていますか。 

 私は地区住民の１人としてうれしいことなんだけれども、あそこが果たして住

民があそこを使いたいということでそれなりにリクエストがあって、それを満た

す使われ方をされているかというと、果たしてそうなのかなと。十分コミュニテ

ィー施設で間に合ってみんなやっていると。あと、この耐用年数が何年残ってい

るか分からないけれども、恐らく５年か何ぼじゃないですか。それさ今４５０万

円かけてやらなきゃならないのかなと思って、私なりに疑問を感じるんですよ。 

 ですから、耐用年数だとか使用頻度の実態をどういうふうに捉えているか、お

願いいたします。 

 

平野委員長  まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（成田光寿君） 

 

 お答えいたします。 

 一川目地区生活会館に限ったことではないんですが、町で所有している集会施

設は全部で１８施設あります。これらを年次計画的に修繕、長寿命化しようとい

うことで修繕計画を持っているものであります。塗装につきましては大体１５年

経過をめどに、大規模修繕については木造であれば４０年経過をめどにというこ

とで、年次的にやっているものであります。 

 今年度、公共施設のマネジメント委員会の中でそういったものを検討いたしま

して、来年度以降１年度の中で大体２つの施設ぐらいずつやっていこうというこ

とで、来年度該当になったものが今回当初予算に計上しているとおり一川目地区

生活会館と本町北地区のコミュニティーセンター、この２つが該当したというも

のであります。 

 地元の要望等々は、特にこちらでは加味してございません。あくまでも町が所

有している施設を対象に老朽具合とか経過年数を見ながら、年次的にやっていく

というものであります。 

 それから耐用年数のところでありますが、防衛省の補助金で建てたものであり

ますので６０年ということで、令和１７年まで使用できるということになってご

ざいます。ただ実態としては、かなり老朽化が進んでいるというものであります

が、その処分制限期間の中で幾らでも活用できるように、長寿命化する方策を取

っているものであります。 

 以上です。 
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平野委員長  西館委員。 

 

西館芳信委員  今、ひとつ使用実態ということについては触れてもらえなかったんだけれど

ね、使用実態を見て、そしてあそこをたまに通っていつもひんやりとした状況で、

本当に頻度は多くないです。 

 年次計画があるからということで、そのとおりやっていくということでは、何

か昨日の質問でのやり取りでも事業実施については選択と集中が必要だという

ことで、１億１，０００万円なりをカバーするためにはそういうものが必要だと

いう話でしたけれども、まさしくそのとおりであって、地元の住民が見てここを

５５０万円かけてやるべきものかなと。それでも、それなりに使われているとい

うことであれば納得できるけれども、ちゃんと立派なものがあって自分たちの金

出して、金出しているのは自分たちだけじゃないだろうけれどもちゃんとしたも

のがあって、消防法だから耐用年数の関係だがどうしても残さなきゃならないか

ら残したというものさ金かけるのは、しかも似たものが１８もあるというんでし

ょう、今の話だと。これはちょっと、改める必要があるんじゃないかな。 

 いいか悪いかじゃなくて、考える余地が十分にあるんじゃないかなと思います

けれども、いかがでしょうか。副町長でも町長でも。 

 

平野委員長  まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。今当課で動きを取っているものがありますので、参考まで

にお知らせしたいと思います。 

 西館委員おっしゃることもごもっともなものでございまして、町で所有してい

る集会施設先ほど１８ぐらいあるという話をいたしました。そのほかに、町の町

内会で言いますと五十幾つありますが、集会施設の所有形態が様々異なっており

ます。先ほど１８施設あったのは、町が建てて土地も町のものであります。それ

を、集会施設という形で町内会に使っていただいています。 

 その一方で、今回の当初予算にも上がっておりますが、間木町内会のようにご

自分たちで財団法人の助成金をもらったり、あとは町補助金を活用してご自分で

建てている町内会もございます。 

 そういう二極化している形がありますので、現在当課ではそれらのところをち

ょっと調整しようということで、各町内会と意見交換する形も進めているところ

であります。 

 確かに防衛補助等で造った生活会館等、かなり老朽化が進んでおります。それ
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から、鉄筋コンクリート等で造ったものもあります。耐用年数も大分近づいてき

ておりますので、将来的にいずれ取壊ししなきゃいけない時期がやってくると思

います。そういったときに、先ほど間木町内会の事例も言いましたが、町で今後

もずっと集会施設を建て替えできるかというと、そういうわけにはいかないと思

っておりますので、できるのであれば町内会で集会施設を持つ形で考えていると

ころであります。 

 ただ、すぐ移行できるかというと、集会施設を建てる際にはそれなりの自己資

金が必要になりますので、今のうちから将来に向けた準備等をしていただく形で

各町内会と意見交換をしていきたいということで、一川目地区生活会館もその一

つに入っているところであります。 

 参考まで、今の動きをお知らせいたします。以上です。 

 

平野委員長  副町長。 

 

副町長 

（小向仁生君） 

 今課長が述べたものに対して、さらにつけ加えて答弁させていただきます。 

 公共施設マネジメント委員会のトップとして、あらゆる公共施設のマネジメン

トを今進めてるところなんですけれども、確かに委員おっしゃるとおり一川目に

ついては自前の建物が１つ存在してると。そして、ペンキを塗りかえようとする

施設もまたあるということで、その施設に関しては先ほど耐用年数がまだまだ十

分あるということなんで、それを生かすというのは一つの方策かなと思います

し、また現在一川目町内会で建てた建物には調理室がないということで、調理を

するためにはやっぱり公共施設、町が建てたほうに来て煮炊きするなりしていか

なきゃないということでありますので、そういう意味では、今委員から提案あっ

たようにもう一度見直しということであれば、その４００万円云々という金額に

関して町内会ともいま一度ちょっとお話をしてみたいなというふうに思います。

調理室が必ずしも必要なものか、必要であれば４５０万円という範囲内で隣に調

理室を建てられるものなのか、それらをちょっといろいろと総合的に判断してい

きたいと思いますので、金額的なものをそのまま残すという意味では、この項目

をこのままお認めいただきたいなと思います。 

 以上です。 

 

平野委員長  松林委員。 

 

松林義光委員  質問する気はなかったんですけれども、今西館委員の質問と課長のやり取りを

聞いておりまして、物すごく違和感を感じている１人であります。 
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 町内会が要望していない、老朽化している、一川目町内会がほとんど利用して

いないという話ですけれども、これはこの１年間何回ぐらい利用しているんです

か、課長。 

 

平野委員長  まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 大変申し訳ないんですが、町内会でのこの生活会館の利用実態については、把

握してございません。 

  

平野委員長  松林委員。 

 

松林義光委員  ４５０万円、町の税金４５０万円使うんですよ。町内会から、要望は上がって

いない、実態も調査していない、それにお金をかける、おかしいじゃありません

か。 

 今副町長が言うように、「調理室がない」と。調理室が必要だというのであれ

ば、これ４５０万円でその隣に調理室を造ったらいいじゃありませんか。だって

お金４５０万円かけて使わなかったら宝の持ち腐れでしょう、そう思いません

か。 

 地元の議員が、１町民が言っているんですよ「ほとんど使っていません」って。

にもかかわらず、町は実態も調査しないで４５０万円予算計上する。もう一度答

弁お願いします。私はおかしいと思います。 

  

平野委員長  まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 町内会での活用実態は、事細かに把握はしてございませんが、例えば町で様々

説明会するときの会場に使ったり、また選挙のときの投票所でも活用しています

し、あともし災害等が起きれば避難所にもなりますし、そういった形でまるきり

利用実態がないわけではなくて、公共施設の一つとして町でも捉えているところ

であります。 

  

平野委員長  松林委員。 

  

松林義光委員  町の税金ですから、有効に活用してください。お願いします。 
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平野委員長  ほかにございませんか。 

（委員席） 

平野委員長 

 

＊＊なしの声＊＊ 

 なしと認め、第１款から第２款までの質疑を終わります。 

 次に、第３款民生費から第４款衛生費までの質疑を受けます。説明書５９ペー

ジから７８ページです。 

 質疑ございませんか。柏﨑委員。 

 

柏﨑利信委員  ６３ページの１２節委託料で聞きたいと思います。 

 敬老会開催委託料６４８万円とございます。ちなみに町の敬老会の対象者の人

数、それと令和３年度における敬老会の開催町内会。おいらせ町には５６町内会

ございますが、幾つの町内会が地区敬老会を開催したのでしょうか。まず、それ

をお聞きしたい。 

 

平野委員長  介護福祉課長。 

 

介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 それでは、お答えいたします。 

 令和３年度地区敬老会の開催状況ということで、ほとんどはコロナ禍において

記念品の配布だけでありますが、開催しているところが１０地区あります。 

 以上です。 

  

平野委員長  対象人数、答弁漏れているよ。 

  

介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 失礼しました。 

 対象者の人数につきましては３，２５９人です。以上です。 

  

平野委員長  柏﨑委員。 

 

柏﨑利信委員  対象者の人数が３，２５９名ということでございますが、対象者の皆さんには

記念品の配布でもって１，０００円、そして地区敬老会の予算として１人２，０

００円ですから３，０００円なんですが、３，２５９人となるとざっと３，３０

０人ですが、掛ける３，０００円となったら全く金額が合わないと思いますが、

この金額の合わないところの説明。 

 それと、記念品の配布について様々な方法が取られています。例えば１例を挙

げるとジャスコの商品券とか、それから地域限定の商品券とかもろもろあります
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けれども、ほかにも何か記念品そのものを町内会で準備して配布しているところ

もあるようでございます。 

 ただ町は、例えばイオンに行って商品券を購入して、その領収書があればオー

ケーなんですよ。私が住んでいる木内々町内会は、地元の商店街でもって使える

商品券というのを発行していますけれども、一昨年は２９名ぐらいの方が使用し

ませんでした。令和３年度のやつは、１９名の方が使用しませんでした。１，０

００円の価値があるんですけれども使わなかった。なぜそうなのか、「置いてあ

るところ忘れた」「もらったことを忘れた」、そういう方がほとんどでした。 

 あと、家族の方に「おじいちゃん、おばあちゃんどうしたの」と言ったら、「施

設に入っている」と。これは入所ではないですよ、ショートステイです。ただ、

これとて月に１回更新する、１００％払って更新するわけだけれども、家には来

ないんですよ。だから、家族の方は「おらのでねえ。じいちゃんばあちゃんのも

のだ」という感じです。棚さ置けば置きっ放し、だから投げさっているんですよ。

せっかく町からいただいたお金なので、１００％ちゃんと使用していただければ

いいなとは思っています。 

 その解決方法として、「どうしたらいいもんだべ」と思いまして、私商品券に

番号振ったんですよ。その番号の配布先を全部控えていまして、まだ使っていな

い人には催促したんです。ところが、見つけれないんですよ。早く使えばよかっ

たんだろうけれども、そう言っても「いついつまでに使える」というのが分かっ

ていればゆっくりする人もいるんです。そのうち忘れます。年々そういう方が増

えてきているんですけれども、でも私から勧奨したりなんかすれば、思い出して

探した方もいます。だから、令和３年度はそういう方が少なくなったんだけれど

も、それでも１９名の人が忘れた。これの解決方法、多分これはイオンの商品券

でも忘れるんですよ。 

 領収書があるから、担当課に領収書を出せばみんな配布されて、それでオーケ

ーだということなんですよ。使う、使わないは、別ものなんですよ。使われてい

ると思ったら、大間違いですよ。ただの紙切れになって、ごみに捨てられている

かもしれません。 

 例えば１，０００円、現金で支給したらどうですか。担当者の人は、多分一人

一人から署名をもらって、判こをもらって、町に提出しろといえばしますよ。そ

してあと、地区敬老会に参加した人のみ２，０００円もらえるんですよ。令和３

年は１０町内会ということでございますけれども、その参加した総人数は聞いて

ませんけれども、推して知るべしです。ほかは、何もその２，０００円は申請も

されないし、町の契約書も交わさない。そういうものが現実。 

 だから、これとて対象者の皆さんに２，０００円相当の地区敬老会を開催して
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楽しんでもらおうとか思っていても、今のコロナ禍ですからいろいろ制約もあり

ますし、いっそのこと記念品の１，０００円と地区敬老会の経費の２，０００円

を足せば３，０００円ですが、３，０００円の現金をくれたらどうですか。 

 三沢市は、喜寿のお祝いに１万円くれたそうです。全て７７歳の対象者に１万

円ですよ。それが、なくさない一番手っ取り早い方法なんですよ。忘れない、お

金が一番間違いないと思います。今は油も高い、様々な物価もどんどん上がって

きている。そういうものの足しにもなると思います。だから、その使い道という

ものは個人に任せて、そういう裁量権を持たせたほうがいいのではないかと。今

ここで返答くださいとは言いません。ただ、考えてみる必要性というものはある

んじゃないかなと思います。 

 これに対して、私が今ここでしゃべったことで町長、どう思いますか。 

  

平野委員長  町長。 

 

町長 

（成田 隆君） 

 考え方の一つとして、新しい提案だなと感心しております。 

 以上です。 

 

平野委員長  柏﨑委員。 

 

柏﨑利信委員  今、町長の感想を伺ったわけですけれども、やっぱりいつもの成田さんだなと、

私の思ったとおりの回答でした。 

 町も従来のことを踏襲するのではなく、時代に合ったやり方とか効率性とか、

どういうことが一番対象者にとって喜ばしいことなのかと真剣に考えて、今年は

９月か１０月頃にまた地区敬老会とか実施されると思いますけれども、そのとき

にコロナが収まっていればいろいろなところで地区敬老会が実施できると思い

ます。 

 ただ、それでも３，３００人近くいるんですから、６４９万円じゃ少ないんだ

けれども、課長これについては参加者が全部出たらどうなりますか、これ。予算

が足りないと思うんだけれども。 

 

平野委員長 

 

 介護福祉課長。 

 

介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えをいたします。 

 委託料自体は、六百数十万円ということで予算計上しておりますけれども、こ

れにつきましては対象者記念品については人数は全員ですのでその分の金額に
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なりますが、これまで開催したときの参加人数等を考慮しまして、大体４割ぐら

い参加っていうことで、予算計上をしております。 

 以上です。 

  

平野委員長 

 

 柏﨑委員、４回目になりますから。 

 ほかにございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

平野委員長 

 

 なしと認め、第３款から４款までの質疑を終わります。 

 ここで暫時休憩をいたします。４５分まで休憩いたします。 

  

 （休憩 午後 ２時３２分） 

平野委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

 

平野委員長 

 

（再開 午後 ２時４５分） 

 

 次に、第５款労働費から第７款商工費までの質疑を受けます。説明書７９ペ

ージから９２ページです。 

 質疑ございませんか。澤上委員。 

  

澤上 訓委員  私は、１点だけです。 

 ８９ページ商工業振興費の１８節かな、町商工会プレミアム商品券発行事業費

補助金５，６００万円。これは、県からいただいたコロナ対策のために使い方を

たしか自治体に任せるといった、そういう補助金だった記憶をしておりますけれ

ども、それの確認と。 

 それからこのプレミアム商品券に決定した経緯、どこで協議をしてどのような

理由で決定されたのか。それから、またそのほかにですね協議する場に別な使い

道とかというものを挙げられた内容があるのかどうか。これについて、教えてい

ただきたいと思います。 

  

平野委員長  政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 それでは、澤上委員のご質問にお答えをいたします。 

 ８９ページの町商工会プレミアム付商品券の発行事業費補助金に対する、県の

補助金の考え方ということのご質問だと思っております。 

 まず、昨日の質問の答弁でもお答えをいたしておりましたが、こちら今ご指摘

のありました県の補助金というのは市町村総合対策補助金ということで、２月７
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日に県が専決処分をして補正をしたものでございます。感染症の拡大の防止と地

域経済の維持回復を図るために、市町村が地域の実情を踏まえて事業を実施する

ということに充当できる財源となっておりまして、町村当たり４，５００万円と

いうことになっております。こちらにつきましては、昨日もお答えしたとおりこ

ちらの商工会プレミアム付商品券発行事業に充当するということで、今検討して

おります。 

 この経緯でございますけれども、こちらについては２月７日に先ほど申しまし

たとおり急遽決定いたしまして、県から通知があって２月２１日までに使い道に

ついて県に申請をするということで、大変スケジュールがタイトな状況でござい

ました。そういうことで、そもそも当初予算に計上していた商工会プレミアム商

品券に充当するのが最も早い決定方法だということで、そちらに財源を向けると

いうことで、そのようにしたところでございます。 

 そのほかのものはなかったのかということでございますけれども、今回県の補

助金４，５００万円をこのプレミアム商品券に充当することによって、もともと

国の臨時交付金、コロナ交付金を充当する予定にしていた分の４，５００万円が

その分浮くという形になりますので、今度はそれをじっくりいろいろ状況を判断

しながら、その４，５００万円をまた別の事業に充当していくということで、そ

のように考えております。 

 以上です。 

  

平野委員長  澤上委員。 

 

澤上 訓委員  コロナ対策ですので、いろいろなものがたくさんあります。私のところに何件

か問合せの事項があったんですよ。 

 というのは、今のおいらせ町の現状で、例えば保育園・小学校のクラスターが

発生している。そういう中で、「とても不安だ」という声を聞きました。これ、

ＰＣＲ検査を例えば無料でやってもらえないものなのかどうかとか、そういった

ことなどの相談があったので、「ああ、そういうふうな使い方もあったんだな」

という気もしたんですけれども。それについては、今後考えてはいないのかどう

かということですね。 

  

平野委員長  政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 実際県の補助金もそうですけれども、国の交付金の充当先といいますかコロナ
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交付金を使った事業を検討するに当たりましては、無料のＰＣＲ検査も事業の１

つとして浮上していたのは確かでございます。ただその検討している当時は、県

でも無料のＰＣＲ検査を行っておりましたので、県でもやってるんであれば町で

はあえてやらなくてもという意見もあったりして、その部分については現段階で

は予算化されていないということでございます。 

 

平野委員長  澤上委員。 

 

澤上 訓委員  私も、県のあれ見たんですよ。そしたら３月いっぱいで終わりなんですよ、確

か。となれば、それ以降やっぱり不安な人達というのは、あれは県まで行ってや

るということなのかな、無料化というのは、ＰＣＲ。青森市まで行ってやるとい

うことなのかどうなのか、ちょっとその辺の内容私も分からないので。ですから、

町民のそういう不安が現実にあるということで、何とかそういうのができればい

いなと。 

 ちなみにＰＣＲ検査というのは１人、結構金かかりますよね。どのぐらいかか

るのかなということも含めて、今後、そういう検査まで考えているのかどうかと

いうことも、ひとつお聞かせいただければと思います。 

 

平野委員長  まちづくり防災課長。 

  

まちづくり防災課長 

（成田光寿君） 

 

 

 

 

 

 

 

 今、県の検査キットのことでご質問ありましたので、ちょっと知っている範囲

内でお答えをいたします。 

 県で無料でＰＣＲ検査できるというものなんですが、青森市まで行かなくても

各市町村の薬局等にそのキットを置いているところがあります。おいらせ町であ

れば、北部のハッピードラック青葉店、それからあと記憶ですと石田温泉病院の

そばにある薬局等が、その対象ということになっています。 

 大分品薄になってきておりますので、事前に予約をして問合せした後に赴くと

いう形になってございます。 

 以上です。 

  

平野委員長  ほかにございませんか。馬場委員。 

 澤上委員、答弁漏れ。まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（成田光寿君） 

 それからＰＣＲ検査の関係でありますが、有料なのはあくまでも任意、ご自分

の判断でやる場合が有料になります。先ほど言った県で取り組んでいるものは無
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 料ですし、あとは濃厚接触者等に該当して県の保健所の指示であれば無料になり

ます。あくまでも自己判断でやる任意の場合ですが、その医療機関によって大分

違いがあります。１万円ぐらいのところもあれば、１万七、八千円ぐらいのとこ

ところもあります。そこは、医療機関によって違います。 

 先ほど、任意の場合の自己負担の金額を言いました。１万円ぐらいから１万七、

八千円という話、これは１人分の金額でありますので、掛ける受験検体数という

ことになります。 

  

平野委員長  馬場委員。 

  

馬場正治委員  ３番、馬場正治です。 

 ９０ページ商工費の第１項商工費第３目観光費の中の１８節なんですけれど

も、「ＶＩＳＩＴ八戸」圏域負担金４９万円とございますけれども、「ＶＩＳＩ

Ｔ八戸」はメンバーを募っておりますよね。法人と個人ということで、法人の年

会費が３万円、個人が１万円ということで、これ会員になっているといろいろな

セミナーが受けられる。 

 今コロナなものですから、先日もいわゆる地質学の大家の方が来られて、「ユ

ートリー」で開いた地場産物と地質学との関連で売り込む、「だから、おいしい

んだ」というセミナーがあったんですけれども、「ユートリー」に行って参加す

る人と、行けない人はオンラインでということだったんですけれども、おいらせ

町に法人会が何人、個人会員が何人おられるか把握していたら教えてください。 

 それから９１ページですけれども、同じく第３目観光費の中の同じ１８節です

ね。町観光団体支援事業費補助金９２８万９，０００円、この内容をご説明いた

だきたいです。 

 最後に、第４目の観光施設費の中の１２節委託料、施設管理業務等委託料６４

７万４，０００円。これに「白鳥の家」と下田公園テニスコートの管理委託料も

含まれているのかどうかお聞きします。 

  

平野委員長  商工観光課長。 

  

商工観光課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、お答えいたします。 

 まず、「ＶＩＳＩＴ八戸」の個人会員と法人会員のおいらせ町内の人数という

ことでしたが、大変申し訳ございません、今現在そこは把握してないので、ちょ

っと調べてみたいと思いますので、後刻報告をさせていただきたいと思います。 

 あと、２点目の町観光団体支援事業費補助金ということでございますが、こち
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らは町の観光物産協会に補助金を出しているものでございまして、そちらで様々

イベント、秋祭りであるとかこれまでであれば鮭まつりとか、様々なイベントを

実施しているものに対して補助を出しているといったものでございます。 

 そして、施設管理業務委託料の中に、「白鳥の家」と下田公園のテニスコート

とおっしゃいましたでしょうかの委託料が含まれているかというところですが、

「白鳥の家」の管理委託は含まれておりますが、下田公園はまた別の委託になっ

ておりますので、こちらの予算には含まれておりません。 

 以上です。 

  

平野委員長  馬場委員。 

  

馬場正治委員  ３番です。 

 施設管理業務委託料の中に「白鳥の家」の管理委託も含まれているということ

でしたけれども、もう１０年以上前からあそこの１階に研修室があるんですね。

観光協会で何回か会議を開いたりしたんですけれども、あそこを改装して民間に

軽食喫茶として開放できないかという考えがあったんですけれども、補助金でつ

くった施設なので一定の期間はほかの目的では使えないという縛りがあったそ

うですけれども、そのことについていつ頃になれば当初の目的以外のものに活用

できるのかどうかお伺いしたいと思います。 

 あと、下田公園のテニスコートについては以前もう閉鎖して、アスファルトも

草が生えてきていて見苦しいし、ウオーキングの人があそこの十五、六台停めら

れる駐車場がびっちりなんですね。下田公園を一周するコースの方があそこに車

を置いていくわけですよ。キャンプ場を回って、間木堤を回っていくと。中央の

駐車場は、非常にもう台数がパンクしていまして、お休みのたびにいっぱいいっ

ぱいなんですね。あとは、イベント広場の駐車場に置くしかないんですけれども、

そこからだとまた歩いていかなきゃならないということで、以前この提案をした

ら、町長から「それはいい考えだから、検討しなければ」というお答えをいただ

きましたけれどもその後、どのようになられたのかお聞きしたいと思います。 

  

平野委員長 

 

 各委員にお願いしますけれども、質問は要点のみにしてください。非常に時間

が経過しています。 

 じゃあ、商工観光課長。 

  

商工観光課長 

（柏崎和紀君） 

 お答えいたします。 

 「白鳥の家」の耐用年数ということですが、法定の耐用年数は２２年となって
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おりまして、今現在２７年経過しているという状況になっております。 

 以上です。 

  

平野委員長  社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（松山公士君） 

 テニスコートの件についてお答えいたします。 

 以前、馬場委員から「駐車場にしたらどうか」というご提案いただきましたが、

公園管理しています地域整備課に確認したところ、駐車場はイベントホールの駐

車場もございますし、あとは「白鳥の家」の近くというか白鳥の飛来する東側に

も駐車場がありまして、充足されてるということで、我がほうとしては今までテ

ニスコートとして使っていた部分をストリートコート、昨年夏に東京オリンピッ

クもございまして、「３Ｘ３」とかっていうバスケットボール、新しいそういっ

た若者も今興味があるそういうスポーツが正式競技になったりもしていたので、

そういったバスケットコート中心の形に変えられないかなと思って、いろいろ試

算して今のコロナの交付金でどうかなということで協議してまいったところで

すが、まだもう少し幅広く検討しましょうということで、今まだ引き続き関係課

と協議している最中です。 

 以上です。 

 

平野委員長  馬場委員。 

 

馬場正治委員 

 

 「白鳥の家」については２２年という期限だけれども、現在２７年たっている

ということですから、当初の補助金の目的外でも活用する方ができるのであれ

ば、家賃が入るわけですよね。現在は、あそこから歳入は一切ありません、収入

は。お客さんも自動販売機のジュースしか飲めないわけですね。あそこで軽食と

か温かい飲物、スイーツなどを出せばそこを運営する業者もいいし、町は家賃収

入が入るということを提案して、終わりたいと思います。 

  

平野委員長  楢山委員。 

 

楢山 忠委員  ８８ページの農林水産費の３項水産業の２目漁港についてですけれども、先ほ

どと言ったらいいですか、収入のところで西館委員からいろいろ漁港に関しての

支出についてはお話しいただきましたけれども、この負担金の関係、県営漁港施

設機能保全事業費負担金と、それから漁港施設の機能促進事業費、これは毎年大

体払っていかなきゃならないという私は解釈をしたんですけれども、それはそう
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なのか。 

 であれば、ここの漁港はどういう使い方に今現在なっているのか。しっかりし

た活用がなされているのかどうかを、まず聞きたいのと。将来的にどのような使

い方をしていくのかということもお聞きしたいので、お願いします。 

  

平野委員長  農林水産課長。 

  

農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、お答えします。３点ほどご質問いただきました。 

 まず、１点目の県営漁港施設機能保全事業費負担金と県営漁港施設増進事業費

負担金、これ毎年かかっていくかというご質問でございます。 

 まず上の機能保全事業につきましては、午前中説明したとおりしゅんせつのた

めの費用です。これにつきましては、砂が毎年堆積するということで、これ毎年

実施していくことになりますので、毎年かかっていくことになります。下の増進

事業ですが、これは陸こうゲートの遠隔化に関しての整備費になりますので、来

年度整備されれば負担金自体はかからないです。 

 ただ、管理するための維持管理、例えば通信運搬費ですとか、あとは電気料で

すとか、そういったものがかかってくるという状況になります。 

 続きまして、こちらの漁港が今どのように活用されているかという部分です。

現状は、今ホッキの漁が始まっていますので、１１月から３月までホッキ漁で大

体４隻ぐらいで、１隻に５人ぐらい乗っておりまして２０人ぐらいでホッキ漁の

操業をしている状況でございます。 

 あと、ホッキが終わりますとその後はシラウオですとか、あとは秋になります

とサケの定置網ですとかそういったもので、そのための例えば業務を補完するた

めの施設ですとか、あと休憩したりとか、そういった役割を果たしているという

のが漁協でございます。 

 将来ですけれども、まだ明確なプランはございませんけれども、今漁港につい

ての検証事業を県で行っている状況でございますので、その結果が出ましたら、

また町でも漁協等とも相談してその在り方等を検討していきたいと思っており

ます。 

 以上です。 

  

平野委員長  楢山委員。 

 

楢山 忠委員 

 

 楢山です。 

 まだ県のものになっているということなので、それからおいらせ町に移管にな
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 るということですけれども、その移管の際にはやっぱりこっちの使い方的なもの

とか、それからいろいろな面での費用対効果的なもの、それらがしっかりした状

態でなければ引き受けるそれをするべきではないと思うし、そこら辺を十分に検

討した上でやっていただきたいと思います。 

 答弁はいいです。 

 

平野委員長  ほかにございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、第５款から第７款までの質疑を終わります。 

 次に、第８款土木費から第９款消防費までの質疑を受けます。 

 説明書９２ページから１０３ページです。 

 質疑ございませんか。楢山委員。 

 

楢山 忠委員 

 

 ９６ページなんですけれども、土木費の関係。区分の１２の委託料になります

けれども、除雪に関することなんですが１億１，０００万円ということである程

度の予算を取っていますけれども、今年は特に雪が多かったというせいもあるの

かどうか分かりませんけれども、「地区によって除雪の差がある」ということを

大変町内回ってみて言われてきたんですけれども、それらの対策がどのようにな

っているのか。それだけ、それ先にお願いします。 

 

平野委員長  地域整備課長。 

  

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

 それではお答えいたします。 

 まずもって昨年度は大雪ということで、委員の皆様にも大変ご不便、ご迷惑を

おかけしたことをおわび申し上げます。 

 地区による除雪です。まず降雪状況につきましては、一般的に北部が多いです。

南部は少な目です。風ですが、一川目・二川目地区とか深沢とか、そちらが非常

に強い状況。ですから、地区によって天気の状況も異なるという中で除雪してお

りました。 

 やはり除雪業者につきましても、毎年やっていただいてますが、どうしてもオ

ペの力量と申しますか、そういったところに差があるのは事実かなと思っており

ます。ですので、今後我々パトロールしながら、随時業者に丁寧な除雪、「もう

ちょっとこうやってくれ」ということで指導してまいりたいと思います。 

 以上です。 
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平野委員長  楢山委員。 

  

楢山 忠委員 

 

 除雪に差がある。ただ回ってみるだけじゃなくて、雪が降る前だったら前に委

託する業者に集まっていただいて、技術的な向上を図るそういう機会を設けて、

お互いが連携してやることができないもんなんでしょうか。 

  

平野委員長  地域整備課長。 

  

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

 お答えいたします。 

 除雪に先立ちまして、毎年除雪は１２月１日からになるわけですが、その前に

全業者集まっていただきまして、意見交換会ということで開催しております。特

に毎年苦情があるところについては、我々マップ作って「そこ注意箇所だよ」と

いうことで落とし込みかけて、その業者に渡して事前に「きちんと確認してくれ」

ということでのお話はしております。 

 ただ、どうしても道路の状況、マンホールが例えば数センチ出っ張ってる場所

とか、あと砂利道のところとか、どうしてもそういう除雪がしにくい場所がある

ということで伺っておりますが、そこら辺のところも今後引き続き来年度も全業

者集めてそういった場を設けますので、今回のご意見を参考に技術的に「こうな

ればいいな」ということも含めて意見交換をさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

  

平野委員長  楢山委員。 

  

楢山 忠委員 

 

 分かりましたけれども、徹底していただきたい。ということは、「あるところ

ではすばらしい除雪をしているのに、こっちは除雪がさっぱりうまくいっていな

い。これはどういうことなんだ」と、住民の苦情があります。その差が、恐らく

同じところで起きていることもあるんじゃないかなと思うので、それらをしっか

り把握して、しっかりとした除雪をやれるように指導ばっかりじゃなくて、降っ

た後にどういう状況になってるかというのも小まめに巡回してもらって、ある程

度町民に応えられる除雪をしていただきたい。それをお願いして、終わります。 

 答弁はいいです。 

 

平野委員長  ほかに質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、第８款から第９款までの質疑を終わります。 
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平野委員長  それでは、第１０款教育費から第１３款予備費までの質疑を受けます。説明書

１０３ページから１２４ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、第１０款から第１３款までの質疑を終わります。 

 以上で、歳出の質疑を終わります。 

 

平野委員長  次に、給与費明細書から地方消費税交付金の充当に関する資料までの質疑を受

けます。説明書１２５ページから１３９ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

平野委員長 

 

 

平野委員長 

 

 なしと認め、給与費明細書から地方消費税交付金の充当に関する資料までの質

疑を終わります。 

 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、討論を終わります。 

  

平野委員長 

 

 

（委員席） 

平野委員長 

 

 

平野委員長 

 

 

 

（委員席） 

平野委員長 

 

 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告、報告することにご異

議ありませんか。 

＊＊なしの声＊＊ 

 異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり、可決すべき旨、本会議にお

いて報告することに決しました。 

 

 お諮りします。本日の予算委員会における付託議案審査については、議案第３

６号、令和４年度おいらせ町一般会計予算についてまでとし、議案第３７号、令

和４年度おいらせ町国民健康保険特別会計予算についてからの審査は、明日１１

日金曜日に引き続き行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

＊＊なしの声＊＊ 

 異議なしと認めます。よって、本特別委員会の付託議案の審査はそのように取

り扱うことに決しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 
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  明日１１日金曜日の予算特別委員会は、引き続き本議場において午前１０時か

ら付託議案の審査を行います。 

 本日の予算委員会はこれで延会といたします。ありがとうございます。 

 

 （延会時刻 午後 ３時１７分） 

 

事務局長 

（赤坂千敏君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 
 


